



道 廣 真 衣
は じ め に
エドワード・エルガー（Edward Elgar 1857～1934）はイギリスの作曲家
である。代表作は《愛の挨拶 Salut d’Amour op.12》（1888）や，行進曲《威







奏曲 op.61》（1910），《交響曲第 2番 op.63》（1911），《チェロ協奏曲 op.85》



























これに続いて 1919年に作曲されたのが，全 4楽章でソロのチェロと 2管編
成のオーケストラによって演奏されるエルガー最後の大作，チェロ協奏曲であ
る。




１４６ チェロ協奏曲 op.85における E. エルガーの意図
にもかかわらず，初演の後にグラモフォン社からこの作品を録音したいとい
う申し出があった。当初エルガーは乗り気ではなかったようだが，グラモフォ



































またエルガー協会とマクヴェイは第 1小節から第 46小節まで，第 47小節





小節番号 1～8 9～46 47～54 55～74 75～79 80～105
セクション A B C B1 A1
拍子 4/4 9/8 12/8 12/8（6/8） 12/8 9/8
表 2
小節番号 1～8 9～46 47～79 80～105
セクション A B A′
拍子 4/4 9/8 12/8 9/8





















えることが可能である。これらのことから，第 1楽章は A−B−A′の 3部形式



















この 8小節の序奏に続くのが A 部で，主要主題（譜例 3）が呈示されるの
だが，A 部はその 6小節からなる主題を隙間無く，続けて 6回繰り返すこと
によって構成されている。以下その 6回を順に追って行く。








第 9小節から第 14小節の間で，1回目の主要主題が呈示される（譜例 3）。
e-moll であり，第 14小節はⅤ7と考えられるが，導音 dis 音のシャープが落
ちて d 音になっている。自然的短音階かはたまた旋法的なのか。いずれにせ
よ，調が確定出来ない不安定な状態である。2回目は第 15小節から第 20小
節（譜例 4）で，1回目と同じ旋律であるが，第 19小節の c 音が cis 音に，
第 20小節の a 音が ais 音になっている。この二つの臨時記号によって，1回
目の e moll のⅥ→Ⅴ7の進行が 2回目は e moll の属調である h moll のⅤ7→
Ⅰになり，他調に一時的に寄ることによって，同じ旋律に変化を持たせてい
る。
3回目の主題は第 21小節から第 26小節の間（譜例 5）で，第 22小節から
対旋律のような別の旋律が現れ，主要主題とポリフォニックに絡みながら演奏
される。主要主題の旋律は，1回目・2回目と同じメロディーラインである
が，第 26小節で今まで d 音であった所を e moll の導音である dis 音にし，4
回目の 1小節目に現れるⅠの和音に向けて，e-moll のⅤ7→Ⅰの終止を成立さ
せている。ここで一つの区切りが形成されているのである。
4回目は第 27小節から第 32小節（譜例 6）であるが，今までの 3回は fis
音から始まる旋律であったが，ここでは e 音から始まる旋律に変わる。とは
言え，メロディーラインは同じである。第 32小節に，次につながるべく，経













が確立されている。5回目は第 33小節から第 38小節の間（譜例 7）で，4回
目と同様 e 音から始まる旋律であり，ここでも導音がはっきりと現れてい
る。















































さてその A 部に続いて現れるのが B 部であるが，B 部はこの章の冒頭に述
べたように第 47小節から現れる B−1（譜例 9）と第 55小節からの B−2（譜
例 10）の二つの動機によって構成される。B−1が支配している部分は 4小節
表 3
1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 終止
小節番号 9～14 15～20 21～26 27～32 33～38 39～44 45～46
開始音 fis fis fis e e fis
楽器数 1＋1 4 5 10 15 9 3













間で B−1の呈示を 2回行い，次いで B−1の拡大が 4小節で行われる。この
部分は B−1の 1小節目が 2回ともクラリネットとファゴットで演奏される以
外は，ソロのチェロとオーケストラの弦楽器パートのみで演奏される。
B−1の 8小節に続いて第 55小節目から現れるのが B−2部分である（譜例
10）。2小節からなる B−2がソロのチェロによって呈示され，同時に主要主題
の要素でありもちろん B−2の要素でもある回転音型が，伴奏として木管楽器
群によって演奏される（譜例 11）。続く第 57小節からは B−2の最初の 1小節
を第 1ヴァイオリンが，2小節目をクラリネットとソロのチェロが受け持ち演
奏する。第 59小節からはソロのチェロが B−2を受け継ぎ，そして第 61小節
からは B−2の拡大である（譜例 12）。B−2の最初の 1小節がまずフルートと
オーボエで演奏されると，もう一度同じ音型がソロのチェロによって受け継が
れ，そこからソロが B−2の 2小節目の音型を 4小節間にわたり装飾を加え繰
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譜例 13
り返す。第 67小節からは，B−2の呈示からここまでの流れをもう一度繰り返
す。その際 B−2の呈示が 1回に減らされ，また B−2の新たなヴァリエーショ
ンが対旋律としてソロのチェロに 2小節現れる。それが終わると今度は B−1
が戻ってくるが，B−1の呈示が 2回から 1回となり，拡大部分が 1小節減ら
されるのを除き，B 部の冒頭の 8小節とほぼ同じである（表 4）。
B 部はソロと木管楽器群そして弦楽器群で大部分は進められる。金管楽器
とティンパニが現れるのは B 部全 33小節に対し僅か 8小節のみである。そ
の 8小節に関しても，他の楽器が休符になっていたりするので，結局のとこ
ろ B 部では総奏は一切現れない。
B 部が終わると第 80小節からは A′部である。やはり最初の A 部と同様主
要主題が切れ目無く繰り返し現れるのだが，ここでは A 部の 2回目・3回目
・5回目・6回目の旋律がその順番通りに現れ，主題を受け持つ楽器もほぼ同
表 4
小節番号 47～54 55～66 67～74 75～79
動機 B−1 B−2 B−2 B−1
構造 （B−1）×2＋拡大 （B−2）×3＋拡大 （B−2）×1＋拡大 （B−1）×1＋拡大
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じである。とは言え，3回目と 5回目の旋律を用いる箇所には多少の変化があ
る。3回目の所では，A 部の 4回目に現れる対旋律の最後の 1小節が，主要主



























































































お わ り に
エルガーの《チェロ協奏曲 op.85》が作曲された 20世紀初頭，第 1次世界
大戦という悲劇によって時代は大きく動いたが，それとともにヨーロッパの音
楽もまた大きく動いていた。ストラヴィンスキーによってリズムに着目した音
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